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河川管理高度化の取り組み

【課題】 防災情報認知度・理解度の低さ、正常性バイアスによる避難率の低さ

避難行動を促すためには、災害リスクの認知度・理解度の向上が必要 → 情報提供ツールの高度化

「自分は大丈夫」という
正常性バイアス

そのときにならないと
災害現象が理解できない



河川管理高度化の取り組み

①3D浸水ハザードマップ表示

【情報提供ツールの高度化の検討】

②洪水AR ③流況の可視化

イメージ イメージ

3D 浸水ハザードマップのメリット
■Google Earth を活用し、浸水状
況を色々な角度・遠近で描画するこ
とができる。

携帯のGPS機能と連動して自分の
位置を特定することができるため、
浸水リスクを認知することができる。

【活用イメージ】

防災教育（水害）

イメージ

事業効果の見える化災害予測ツールの開発

イメージイメージ

等々HPでの公開イメージ

ARのメリット
■疑似体験により、危険性を理解し
やすい
菊川周辺の近隣の小学校等で防
災教育の一環として、洪水ARを体
験して頂き、浸水状況を理解して、
防災意識の向上を目指す取り組み
を進めて行きたい。

流況の可視化メリット
■流況シミュレーションの結果を立
体的に表現することができ、各地域
や危険箇所での水位上昇や流況を
分かりやすく表現することができる。

洪水時の効果的な防災支援や河
川管理の高度化につながる。

6ストリートビュー

ハザードマップ

3D浸水ハザード
マップ

浸水AR

現地の俯瞰したアングル

▲CCTVカメラ地点からのアングル

流木捕捉あり
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【高度化ツール紹介動画】

動画埋め込み（1分程度）


